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催
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楽
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唄
鉄
輪

地
唄
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え
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井
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代

東
京
・
■
蔵
円
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石
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鼠
の
道
行

菊
の
露

出
回
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柳

浪
花
十
二
月

珠
取
海
士
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11月 27日 (口 炸後鶴 開演

[字幕表示がこざいます]

[電話]日立劇場チケットセンター (午前10時～午植6時)

0570‐07…9900
03-3230-3000(― 書町P電話等)

[イ ンターネツト]
パソコンhttp:ノ /tiCket ntiiac go,p/
々 カヽンhttp:ノノtiCket nti laC go,p/m
※畔細は鮨 ]ホームベージをご覧くださtヽ

●窓口販売開始‐9月 12日 (月 )(チケツト市場午前10時～午後6時 )

※窓口販売用に別粋てのお取り置きはどざいません

8,000円/学生5,600円
●入場料金 (全席指定 障害者の方は2割引)

●予約開始=9月 11日 (日 )午前10時～

2公演セット料金=14′ 600円
3公演セツト料金=21
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丼

国
立
劇
場
開
場
”
周
年
記
念

む

平
成
２８
年
度

第
７．
回

文
化
庁
芸
術
祭
主
催

京
都

。
大
阪
の
花
街
を
中
心
に
、
舞
わ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た

座
敷
舞

を
特
集
す
る
国

立
劇
場
秋
恒
例
の
舞
踊
公
演
で
す
。
独
自
の
美
意
識
で
培
わ
れ
て
き
た

舞

は
、
人
情
の
機

微
や
四
季
折
々
の
情
景
が
繊
細
な
技
法
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
、
そ
の
詩
情
豊
か
な
独
特
の

美
の
世
界
が
大
き
な
魅
力
で
す
。
上
方
を
代
表
す
る
四
流

井
上

。
楳
茂
都

・
山
村

。
吉
村

を
中
心
と
し
た
舞
手
が
集
い
、
開
場
五
十
周
年
記
念
の
豪
華
拡
大
版
、
二
日
間
三
回
公
演
に

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

２６
日

土

１
時
の
部

の
幕
開
き
は
、
祝
儀
物
の
優

美
な
名
曲

松
竹
梅

を
吉
村
流
の
次
代
の
舞
手
で
あ

よ
し
む
ら

，
　
み
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

す
ず

る
吉
村
輝
美

・
吉
村
真
ゆ
う

。
吉
村
三
鈴
の
二
人
立
で

五
十
周
年
を
賑
や
か
に
寿
ぎ
ま
す
ゴ

一
つ
日
は
、
井
上

八
千
代
の
長
女

・
井
上
安
寿
子
に
よ
る
地
唄
舞
の
人
気

曲

越
後
獅
子

。
華
や
か
な
二
枚
扇
の
舞
が
特
色
で
す
。

三
つ
目
は
、
地
唄
舞
の
最
も
著
名
な
演
目

雪

。
女
心

を
描
く

艶
物

に
定
評
の
楳
茂
都
梅
咲
弥
に
よ
る
上

演
で
す
。
四
つ
日
は
、
昨
年
度
の
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受

や
ま
し
ら
わ
か
ゆ

，

こ

賞
し
た
山
村
若
有
子
の

竹
生
島

。
四
天
王
寺
か
ら
竹

生
島
ま
で
の
道
中
を
鮮
や
か
に
描
き
ま
ｔ

五
つ
目
に
は
、

井
上
流
の
重
鎮

・
井
上
政
枝
の
登
場
で
ｔ

井
上
流
だ

け
に
伝
わ
る

菊

で
そ
の
至
芸
を
味
わ
い
ま
式

そ
し

て
、
東
西
に
大
活
躍
の
山
村
流
宗
家
・
山
村
友
五
郎
は
、

河
原
左
大
臣
と
し
て
知
ら
れ
た
源
融
を
通
し
て
秋
の
月

の
情
趣
を
描
く

融

を
上
演
し
ま
ｔ

２６
日

土

４
時
の
部

は
、
井
上
流
の
次
代
を
に
な

う
井
上
葉
子
に
よ
る
艶
物
の
代
表
作

水
鏡

で
幕
開

き
で
ｔ

近
江
八
景
を
詠
み
込
み
、
恋
心
を
艶
や
か
に
描

き
ま
す
。
二
つ
日
は
、
住
吉
詣
の
大
尽
遊
び
Ｌ
大
阪
の

観
跳
池

・
住
吉
を
描
い
た

い
ざ
や

住
吉

を
楳
茂

都
梅
英
が
舞

い
ま
ｔ

座
敷
舞
ら
し
い
風
情
が
楽
し
み

で
す
ゴ
一一
つ
目
は
、
南
地
大
和
屋

へ
ら
へ
ら
踊

が

舞

の
会

に
初
登
場
。
大
阪
南
地
の
名
料
亭
だ

っ
た
大
和

屋
の
名
物
を
、
今
後
伝
承
を
に
な
う
山
村
流
の
女
流
舞

踊
家

山
村
光

・
山
村
若
峯
董
芳
恵

・
山
村
楽
春
代

・

わ
か
み
ず
ぎ
　
　
　
　
　
お
，
せ
ん
す

い
　
　
　
　
　
　
ら
く
つ
き

の

山
村
若
瑞

・
山
村
鶯
一扇
翠

・
山
村
楽
恭
乃

が
賑
や
か

に
舞

い
踊
り
ま
す
一
四
つ
目
は
、
地
唄
舞
の
最
も
人
気

の
曲
で
様
々
な
演
出
で
上
演
さ
れ
る

八
島

。
今
回

は
長
刀
を
用
い
る

長
刀
八
島

を
ベ
テ
ラ
ン
の
吉
村

輝
尾
が
舞
い
ま
ｔ

五
つ
目
は

〃
東
京
の
地
唄
舞
″
と

も
呼
ば
れ
る
神
崎
流
四
世
家
元

・
神
崎
え
ん
が
久
々
に

登
場
。
能
に
取
材
し
た
名
曲

鉄
輪

を
舞

い
ま
ｔ

そ

し
て
こ
の
日
の
悼
尾
は
、
人
間
国
宝
の
井
上
八
千
代
で

ｔ

狂
気
の
恋
人
を
想
い
な
が
ら
菜
の
花
に
戯
れ
る
蝶

を
追
ラ
女
心
を
描
く

き
ぎ
す

を
舞

い
ま
ｔ

２７
日

日

１
時
の
部

の
幕
開
き
は
、
山
村
潔

・
山

村
侃

・
山
村
若
隼
紀

・
山
村
若
峯
童
の
男
性
四
人
に

よ
る
勇
壮
な

石
橋

で
す
ゴ

一
つ
目
は
、
動
物
を
主
人

公
と
す
る
滑
稽
な
作
物

鼠
の
道
行

。
吉
村
流
の
重

鎮

・
吉
村
ゆ
き
そ
の
門
下
の
吉
村
弥
恵
尋

・
吉
村
由
華

が
舞
い
ま
す
一
三
つ
目
は
、
祗
園
甲
部
の
芸
妓
で
あ
る

０
る

井
上
ま
め
鶴
が
、
艶
物
の
名
曲

菊
の
露

で

舞
の
会

初
登
場
で
す
．
そ
の
美
し
い
舞
姿
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
．

四
つ
目
は

出
日
の
柳

。
曲
名
は
京
都
島
原
遊
郭
の

出
口
に
植
え
ら
れ
た
柳
の
こ
と
。
楳
茂
都
梅
衣
華
が
古

風
な
こ
の
名
曲
を
舞
い
ま
ｔ

五
つ
目
は
、
東
京
・京
都
・

大
阪
の
三
都
で
ソ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
話
題
を
博
し
た

山
村
光
に
よ
る

浪
花
十
二
月

で
ｔ

大
阪
の
年
中

行
事
を
鮮
や
か
に
綴
り
ま
ｔ

そ
し
て
揮
尾
を
飾
る
の
は
、

吉
村
流
六
世
家
元

・
吉
村
輝
章
で
す
。
自
ら
の
生
命
を

顧
み
な
い
海
女
の
母
性
愛
の
劇
的
な
描
写
が
心
を
打
つ

人
気
曲

珠
取
海
士

を
舞
い
ま
す
。
円
熟
味
を
増
し

た
舞
台
に
期
待
が
高
ま
り
ま
ｔ

霊
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●入場料金 (全席指定)

8′ 000円/学生 5′600円

日(日 )午後1時
[字幕表示がございます]

γ障害者の方は2割号です 詳細は,ケットセンターまでお問い合わせくださιヽ /※華椅子用スベースがこれ まヽす と予FI時にお問い合わせくださしヽ

0予約開始=9月 11日 (日 )午前10時～ [イ ンターネット]

聘 話]日立劇場チケットセンター (午前10時～午後6時 )ハ ソコンhttp:ノ ′ticket nJ iaC go ipノ

0570‐07Ⅲ9900暫掃轟聾
‐3000スマトフオンhttp″ノ■cket ntiac gojp/m

糸詳細は上記ホームベージをご覧くださもヽ

●窓 口販売 開始 =9月 12日 (月 )(チケット売場 午前10時 ～午後6時 )※窓口販売用に別絆てのお取り置きはございましt

Oブレイガイド チケットびあ 0570029999〈 PC携帯)http:piaJノ

屁別長ら会嘲批聯辮職}縮淵麗器

●
都
バ
ス
　
都
０
３

＾
晴
海
埠
頭

四
谷
駅
前

三
宅
坂

従
歩
１
分
／
宿
７
５

＾
新
宿
駅
酉
ロ
ー

四
谷
駅
前

三
宅
坂

三
宅
坂

徒
歩
１
分

●
圧
車
場
完
備

口

旧

国立劇場託児童i響戦搬輛昴1獣聾鋪薪請鐸


